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透水材数量表

⑥

① ② ③ ④
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▽ 4 7 . 3 2 4

1 ： 1 . 8

▽ 4 4 . 3 3 1

▽ 4 0 . 8 0 0

▽ 4 7 . 2 6 8

1 ： 1 . 8

▽ 4 4 . 5 0 1

▽ 4 1 . 1 0 0

施 工 の 留 意 事 項

・ 桁 下 高 さ と 県 道 の 建 築 限 界 高 さ が 近 接 し て い る の で 、 出 来 形 の 管 理 精 度 を
　 上 げ る こ と 。
・ 杭 基 礎 の 支 持 層 の 確 認 は 、 掘 削 深 さ 、 掘 削 速 度 、 掘 削 抵 抗 等 を 参 考 に し 、
　 掘 削 土 と 土 質 柱 状 図 ・ サ ン プ リ ン グ 等 を 比 較 し て 行 う な ど 、 試 験 杭 に て
　 定 め た 方 法 に 基 づ い て 行 う こ と 。
・ 下 部 工 は マ ス コ ン ク リ ー ト と な る の で ひ び 割 れ 発 生 抑 制 対 策 を 講 じ る こ と 。
・ 橋 台 背 面 ア プ ロ ー チ 部 は 路 体 盛 土 よ り 先 行 施 工 し 、 適 切 な 材 料 を 用 い て
　 入 念 な 施 工 を 行 う こ と 。
・ 補 強 土 壁 部 は 適 切 な 盛 土 材 料 を 用 い て 入 念 な 施 工 を 行 う こ と 。
・ 水 道 管 φ 1 0 0 の 移 設 が 必 要 と な る 。

収 縮 目 地 ( V カ ッ ト )

σck=18 N/mm2

σck=24 N/mm2

SD345
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継手部

均　し

σck=35 N/mm2

号第葉全図 面 番 号

縮 尺

図 面 種 類

工 事 箇 所

工 事 名

鹿 児 島 県

路 線 名 一般国道5 0 4号  阿久根高尾野道路
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本線 A2橋台踏掛版配筋図 S=1:50

S=1:20

アンカー補強筋 S=1:30

（13箇所）

スパイラル筋 S=1:30

かぶり詳細図 S=1:10

位置図
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鉄 筋 表

注1.コンクリート強度 σck=24N/mm2 、鉄筋の材質は SD345である。
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種　別 径 長　さ 本　数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘　要

S 1 D29 4780 43 5.04 24.09 1036

2 D25 5080 22 3.98 20.22 445

3 6010 29 23.92 694

4 6200 15 24.68 370

5 D13 570 130 0.995 0.57 74

6 300 64 0.30 19

7 D10 940 8 0.56 0.53 4

2642 kg

D29 1036 kg

D25 1509 kg

D13 93 kg

D10 4 kg

合 計 2642 kg
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上名

一般国道504号 阿久根高尾野道路

地内
町

村

郡

市
出水 野田

河 川
名

路 線

号

工 事 名

工事箇所

縮　　尺

図面種類

鹿　児　島　県

図面番号 全 葉 第

図　示

DランプA2橋台踏掛版配筋図

DランプA2橋台踏掛版配筋図 S=1:50

アンカー補強筋 S=1:30

（7箇所）

スパイラル筋 S=1:30

かぶり詳細図 S=1:10

位置図

S=1:20
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5 - 5

S 5 D13S 4 D25

S 3 D25
R=39

S 66 D13

S 66 D13

鉄 筋 表

注1.コンクリート強度 σck=24N/mm2 、鉄筋の材質は SD345である。
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種　別 径 長　さ 本　数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘　要

S 1 D29 4820 35 5.04 24.29 850

2 D25 5120 19 3.98 20.38 387

3 5110 33 20.34 671

4 5310 17 21.13 359

5 D13 570 128 0.995 0.57 73

6 300 56 0.30 17

7 D10 940 7 0.56 0.53 4

2361 kg

D29 850 kg

D25 1417 kg

D13 90 kg

D10 4 kg

合 計 2361 kg
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S = 1 : 5 0

ガ ス 管  5 0 A

敷 砂 ( t = 3 0 )

路 盤 紙

（ 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ ）

（ 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ ）

キ ャ ッ プ  φ 7 0 × 3 . ２

ス パ イ ラ ル 筋 　

ア ン カ － 筋  D 2 2

　 下 部 工 施 工 時

（ 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ ）
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ア ン カ － 筋  D 2 2

 下 部 工 施 工 時

( 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ ）

歴 青 目 地 材 t = 2 0 歴 青 目 地 材 t = 2 0
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1 3 箇 所

支 承部 詳細 図 S = 1 : 2 0

S = 1 : 2 0ス パイ ラル 筋 S = 1 : 2 0ア ンカ ー補 強筋
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号第葉全図 面 番 号

縮 尺

図 面 種 類

工 事 箇 所

工 事 名

鹿 児 島 県

路 線 名 一般国道5 0 4号  阿久根高尾野道路

図   示

出水市  野田町  上名地内

か ぶり 詳細 図 S = 1 : 2 0

上 側 ( 圧 縮 側 ) 下 側 ( 引 張 側 )

B
 

6 13-D10 X 940 B
 

7 104-D13 X 300

B
 

5 247-D13 X 570

B
 

3 33-D25 X 9790

B
 1

6
7-

D
29
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B
 2

3
5-

D
25

 
X 

50
9
0

B
 

4 17-D25 X 9990

σck=24 N/mm2

SD345

使用材料・材質

コンクリート

異 形 鉄 筋

鉄筋質量表

種 別 径

(mm)

長  さ 本 数

(Kg/m)

単位質量

(Kg/本)

一本当り質量

(Kg)

質   量 摘  要

B 1 D29 4790 67 5.04 24.14 1617

B 2 D25 5090 35 3.98 20.26 709

B 3 〃 9790 33 〃 38.96 1286

B 4 〃 9990 17 〃 39.76 676

B 5 D13 570 247 0.995 0.57 141

B 6 D10 940 13 0.560 0.53 7

B 7 D13 300 104 0.995 0.30 31

4467

合　計 D29 1617 Kg

D25 2671 Kg

D13 172 Kg

D10 7 Kg

総質量 4467 Kg
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